
重要課題：ストック効果の最大化を図る社会資本整備の推進

改革項目：⑦社会資本の整備についてストック効果が最大限発揮されるよう重点化した取組や、インフラネットワークの
最適利用

⑧新設するものについては、計画・設計段階から整備、維持管理等に係る経年的なコストを明らかにし、人口
減少下でも適切かどうか評価

改革工程
改革工程の進捗

計画期間中の進捗 今後の進展について

・第４次社会資本整備重点計画等に
基づき、ストック効果の高い社会資
本整備の重点化に向けて、効果を多
面的に計測するための指標の整備
や投資面・施設運用面における工夫
のインデックス化等の評価手法の整
備を実施
・ＫＰＩに関する検討を実施

ストック効果を多面的に計測するため
の指標の整備等、評価手法について
検討中。ＫＰＩについても合わせて検討
中。
（順調）

第４次社会資本整備重点計画
等に基づき、ストック効果の高い
社会資本整備の重点化に向け
て、整備された指標を活用し、効
果の多面的な把握を実施。

ストック効果の事例・データの蓄積を
推進

ストック効果について、課題や教訓な
ども含めた事例・データの蓄積につい
て検討中。
（順調）

ストック効果について、課題や教
訓なども含め、事例・データの蓄
積を推進。

ストック効果の評価手法やその運用
方法について検討

【農林水産省】

ストック効果を事業評価制度に反映できる
よう、これまで定性的に把握されていた効
果について、定量的な把握手法を検討。
順調。
【環境省】

今年度より国立公園等施設利用環境整備
事業を開始し、「自然公園等施設長寿命
化計画策定指針（2017年3月）」における

個別施設計画において、ライフサイクルコ
ストの縮減額を算定し、評価を実施。順調。
【厚生労働省】
水道の普及率は97.9％に達し、公衆衛生

の向上や生活環境の改善というストック効
果は発揮されている（順調）。
【文部科学省】

スポーツ、文化施設等については、既存
施設の有効活用や地域コミュニティの拠
点づくり等の観点で、ストック効果の最大
化にも資する考え方や事例を示し、個別
施設計画の策定支援、先進事例の形成・
横展開を実施。順調。

【農林水産省】

引き続き、ストック効果の定量的な
把握手法を検討し、効果算定を行う
ためのマニュアルを整備するなど、
事業評価制度への反映を検討。
【環境省】
2020年までに予防保全型のすべて

の自然公園等施設で個別施設計画
を策定。それらを元に、更なるストッ
ク効果の検討を進めるとともに、評
価に基づく改善策についても今後
検討
【厚生労働省】

引き続き、事例・データの蓄積を推
進し、左記のストック効果が発揮さ
れるよう水道事業の基盤強化に取
組んでいく。
【文部科学省】

引き続き、個別施設計画の策定状
況や先進的な取り組みを把握しつ
つ、地方公共団体に対し必要な支
援を講じる。

・評価手法や運用方法を整備して、
ＰＤＣＡサイクルに活用
・ＫＰＩに関する検討を実施

個別公共事業に関する効率性及び
その実施過程の透明性の一層の向
上を図るため、評価自体の効率性に
も配慮しつつ、事前評価や事後評価
を実施（1998年度より実施）

継続して実施
（順調）

継続して実施

直轄の個別公共事業に関する事業
評価時の費用対効果分析の中で、
維持管理費を評価書の中で明示し、
更なる「見える化」を図る（2015年度
～）

継続して実施
（順調）

継続して実施

改革工程の進捗状況
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ＫＰＩ
目標値

（達成時期）

ＫＰＩの進捗

実績値（時点） 区分
次回の把握時期と今後

の方針

第
一
階
層

社会資本整備重点計画として重点
目標達成のための事業施策の進捗
状況を把握

―
関係省庁において進
捗状況を把握。

Ｎ
改革工程表通り実施して
いく。

評価対象となる個別公共事業の事
前評価・事後評価の実施率（直轄
事業・補助事業）

既に100％実施さ
れており、今後も
継続的に実施

100％ Ａ
既に100％実施されてお
り、今後も継続的に実施.。

ＫＰＩの状況

改革工程
改革工程の進捗

計画期間中の進捗 今後の進展について

地方公共団体におけるより効果的な
取組を促進するよう、社会資本整備
総合交付金や農山漁村地域整備交
付金について一定の線引きを行った
上でＢ／Ｃの算出を要件化するなど、
政策目的の実現性を評価

【国土交通省】

・社会資本整備総合交付金においては、
平成29年度以降に事業の着手を行うも

ので、一定の要件に合致するものにつ
いては、Ｂ／Ｃの算出を要件化しており、
順調。

・住宅市街地総合整備促進事業費補助
（密集市街地総合防災事業）においては、
これまで新規事業採択時評価を実施す
るなどしてきたが、平成29年より新たに
目標の設定を明確化しており、順調。
【農林水産省】

・農山漁村地域整備交付金について、
B/Cの算出を要件化し、政策目的の実現
性を評価。
・他の補助金・交付金についても、Ｂ/Ｃ

の算出要件化や成果指標の設定を行う
など、政策目的の実現性を評価。
・順調。
【厚生労働省】

水道に関する、生活基盤施設耐震化等
交付金の交付を受けようする都道府県
に対して、あらかじめ、計画の実現可能
性等を検証することを求めている（順調）。
【環境省】

・自然環境整備交付金については、自
然環境整備計画策定の際に事前評価・
事後評価を位置づけて、個別事業の評
価を実施。

・廃棄物処理施設に関する、循環型社
会形成推進交付金において、一定の要
件のもと、費用対効果分析を実施。
・順調。

【国土交通省】
継続して実施。
【農林水産省】
継続して実施。
【厚生労働省】

引き続き、都道府県に対して検証
を求めていく。
【環境省】

・自然公園に関する長寿命化対
策に係る評価手法について検討
を進めるとともに、評価に基づく改
善案についても今後検討。

・廃棄物処理施設については、継
続して実施。

他の補助金・交付金についても、政
策目的の実現性を評価する取組を
展開

※前ページつづき

重要課題：ストック効果の最大化を図る社会資本整備の推進

改革項目：⑦社会資本の整備についてストック効果が最大限発揮されるよう重点化した取組や、インフラネットワークの
最適利用

⑧新設するものについては、計画・設計段階から整備、維持管理等に係る経年的なコストを明らかにし、人口
減少下でも適切かどうか評価
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ＫＰＩ
目標値

（達成時期）

ＫＰＩの進捗

実績値（時点） 区分
次回の把握時期と今後

の方針

第
一
階
層

森林整備計画策定市町村のうち、
林地台帳を整備した市町村の比率

100％
（2019年４月）

０％
（2017年９月）

（各市町村等において
工程表に基づき林地台
帳の整備に向けて、登
記情報等の入手等の作
業が上記の通り進捗。）

Ｂ

各市町村等において林
地台帳の整備に至らな
いものの、工程表に沿っ
た整備を実施しており、
KPIの達成に向けて引き
続き支援を実施。

上半期、下半期毎に定
期的な進捗状況の把握
を実施。

重要課題：ストック効果の最大化を図る社会資本整備の推進

改革項目：⑦社会資本の整備についてストック効果が最大限発揮されるよう重点化した取組や、インフラネットワークの
最適利用

・森林吸収源対策等の推進

改革工程
改革工程の進捗

計画期間中の進捗 今後の進展について

林地台帳原案作成（都道府県）、林
地台帳原案の確認・修正（市町村）

2016年度に整備マニュアル等を作成し、そ
れに基づいて、工程表に記載のある登記
情報の収集などの整備作業を実施中。
2016年度末時点で、登記情報の入手につ
いては、全市町村数の８割で措置済。林
地台帳原案作成は約7割の都道府県で
2017年度末までに実施予定。

森林吸収源対策等の推進に必要な林地
台帳の整備や施業集約化の推進等に必
要な経費について、林野庁予算において
支援を行うとともに、「重点課題対応分」と
して地方財政計画に計上し、地方交付税
措置を講じている。

定期的な進捗状況の把握を進める
とともに、取組事例の収集・紹介な
どの支援を実施し、林地台帳の整
備を支援する。

引き続き、必要な支援を実施。

登記簿情報、境界画定の情報等の
収集

林地台帳整備の進捗も折り込み、引
き続き、森林経営計画の作成を推進

引き続き、関連国庫補助金により支
援するとともに、地方交付税措置に
より重点課題として支援

上記の施策について、各自治体によ
る前年度の取組の成果を把握、「見
える化」し、翌年度以降の施策の在
り方について検討

上記検討結果に基づき所要の措置

ＫＰＩの状況

改革工程の進捗状況
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ＫＰＩ
目標値

（達成時期）

ＫＰＩの進捗

実績値
（時点）

区分
次回の把握時期と今後の

方針

第
一
階
層

（再掲）
公共施設等総合管理計画を策定した
地方公共団体数

100%（2016年度
末）

（再掲） （再掲） （再掲）

（再掲）
個別施設（道路、公園など各施設）ごと
の長寿命化計画（個別施設計画）の策
定率

100%（2020年度
末）

（再掲） （再掲） （再掲）

第
二
階
層

施設の集約化・複合化等を実施（公共
施設最適化事業債等を活用）した地方
公共団体数

※目標値の設定
は行わず、施設
の集約化・複合
化等を実施した
地方公共団体数
の変化をモニ
ターする

（再掲） （再掲） （再掲）

重要課題：ストック効果の最大化を図る社会資本整備の推進

改革項目：⑨メンテナンス産業の育成・拡大
・インフラ長寿命化計画の策定

改革工程
改革工程の進捗

計画期間中の進捗 今後の進展について

個別施設計画の策定（～2020年
度）

【国土交通省】
各管理者において策定中。
（順調）
【農林水産省】

各分野のインフラ長寿命化計画（行動計
画）に基づいて策定。順調。
【環境省】

自然公園内の建築物については、
BIMMS-Nシステムを活用して策定済。自

然公園内の土木施設については、自然
公園等施設長寿命化計画策定指針に基
づき、策定を進める。順調。

【国土交通省】
継続的に策定を推進。
【農林水産省】
継続的に策定を推進。
【環境省】
自然公園については、2020年ま

でに予防保全型のすべてのイン
フラ施設で個別施設計画を策定
できるよう予算措置を行う。

適切に予防保全型維持管理を
導入した場合の中長期の維持管
理・更新等のコストの見通しの明
確化（～2020年度）

【国土交通省】
2013年に社会資本に関する将来の維持
管理・更新費を推計し公表。
（順調）
【農林水産省】

中長期の維持管理・更新等のコストにつ
いては、これまで策定された個別施設計
画に基づき検討。順調。
【環境省】

「自然公園等施設長寿命化計画策定指
針（2017年3月）」に基づく個別施設計画

でのライフサイクルコストの縮減額を算定
する事で、中長期の維持管理・更新等に
係るコストの見直しを順次把握している。
順調。

【国土交通省】

インフラの各管理者においては、
個別施設計画の策定を平成３２
年度を目途に進めており、これら
の策定を通じて、維持管理・更新
等に要するコストについて検討し
ていく予定。
【農林水産省】
引き続き検討。
【環境省】
2020年までに予防保全型のす

べての自然公園等施設で個別
施設計画を策定し、中長期的な
維持管理・更新等のコストの見
通しを把握していく。

改革工程の進捗状況

ＫＰＩの状況
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